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概 要：

本国際会議は，全ての社会基盤や人間と機械の調和の基礎となる回路とシステム，及びその要素技術に関

する国際会議である。本会議が開始された 1994 年は，高性能化を目指して回路とシステムについて研究がお

こなわれていたが，現在は人間や機械に近い部分でよりスマートに，より低省電力に動作することを目指し

て研究がおこなわれている。2014 年は，早急に解決が必要である持続可能な社会を実現するために「The

Smart and Green Circuits and Systems」をテーマとして開催された。

会議は，2014 年 11 月 17 日〜20 日に沖縄県石垣市の ANA インターコンチネンタル石垣リゾートで開催さ

れ，参加者は台湾，中国，韓国，インドなどアジアを中心に 21 の国と地域からの 103 名の研究者を含め総勢

254 名であった。

本国際会議では，2件の基調講演及び 3件のチュートリアルの他，30 セッションで 193 件の発表が行われ，

多角的な議論が行われた。本会議では，最先端のスマート通信回路やマルチメディア回路，低消費電力化設

計や低消費電力回路についての講演が集まり，アジア環太平洋地域のみならずグローバルな規模で研究者や

技術者にインパクトを与えることができ，持続可能な社会を実現に寄与できたものと考える。

本国際会議では優れた研究に対し，「Best Paper Award」を 6 件，若手研究者育成を目的として，

「Outstanding Student Paper Award」を 3件，「Student Travel Support」を 10 件，優れたライブデモンスト

レーションに対して，「Live Demonstration Award」を 1件選出した。
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概 要：

22nd International Conference on Computers in Education (以下，ICCE2014) は，2014 年 11 月 30 日から

12 月 4 日の 5 日間に渡って，コンピュータ技術を中心とする ICTを教育に融合することを目指し，国際的な

研究成果発信および議論のための場を提供することを目的として，奈良県新公会堂において開催された。ア

ジア・環太平洋を中心に 34 の国と地域から当初の予想や例年の実績を大幅に上回る 417 名の参加者を得て，

異なる文化・価値観を持つ研究者が互いにコラボレーションを行うことで新たな発見を得られる場を提供す

ることができた。

本国際会議では，Constructing New Fundamentals of Computers in Education for the Future という大会

テーマの元，(1) 人工知能ベースの学習支援，(2) 協調学習環境，(3) 先進的学習技術，(4) ユビキタス・

モバイル学習環境，(5) ゲームベースの学習，(6) 言語教育，(7) 教育実践・FD，と多岐にわたるサブテー

マを掲げ，教育における ICT 利活用の諸問題を網羅的に議論した。特に，本国際会議のフルペーパーについ

ては採択率が約 25%と教育における ICT利活用に関する国際会議では突出して厳正な審査により，非常に質

の高い発表が揃った内容となった。

現在，ICT を教育環境に融合する試みが世界的に推進される中で，日本でも教育現場への ICT 機器導入に

おける課題抽出・分析が実施されている。また，政府による世界最先端 IT 国家創造宣言や日本再興戦略でも，

ICT 基盤の教育環境整備が盛り込まれており，今後ますます情報通信と教育との融合が加速されようとして

いる。こうした良いタイミングで，日本において本国際会議を開催することができたことは極めて有意義で

あったと確信している。
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